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は じ め に 

 
新型コロナウイルス感染症（ＣＯＶＩＤ-19）の感染拡大防止のために、本町では、国及

び愛媛県の対応方針に従い感染予防・拡大防止対策を実施しています。 

こうした状況において、災害が発生し、避難所を開設、運営をするにあたっては、「密

閉」「密集」「密接」の３つの密を避けるなど、新型コロナウイルス感染症対策を徹底す

ることが極めて重要であることから、町では、国及び県の通知等を踏まえ、「新型コロナ

ウイルス感染拡大防止のための避難所運営の留意点」を６月に取りまとめたところです。 

この度、当該留意点について、国の新たな通知や県の指針等を反映させるとともに、各

避難所において対応する際の留意事項をガイドラインとして整理しましたので、災害時に

は、町と住民が連携・協力し円滑な避難所運営が行えるよう備えてください。 

なお整理後も、国の新たな通知や知見等に応じて随時見直しを図っていきます。 
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１．住民への事前周知 資料①・資料② 

（１）避難先の検討（分散避難） 

□新型コロナウイルス感染症の特徴や日常生活における注意点について、住民の理

解を図る。 

□避難所が過密状態になることを防ぐため、事前に居住地の状況や災害リスク等を

再確認し、避難先や避難方法等を事前に十分確認しておくことを周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）命を守る行動を最優先（迅速避難） 

□新型コロナウイルス感染を恐れ、漫然と避難しないという選択をしないよう、『命

を守るために必要な行動をとること』を最優先することを周知 

 

 

 

 
 

（３）避難所への持参品 

□住民が避難する際に準備する持参品等を事前に周知 

 

 

 

 

 

 

 

（４）避難所での衛生管理の徹底 

□住民が避難した際の避難所における「衛生管理の徹底」について事前に周知 

 

 
 
 

【避難所以外の避難方法の検討（例）】 

〇自宅の災害の危険性を確認し、自宅で居住が継続できる場合は自宅避難も検討 

※頑丈な建物であれば自宅避難も選択肢に含めて検討 

 ・自宅における垂直避難 

〇避難所以外の避難を検討 

・親戚や友人の家への避難 

 ・ホテル・旅館等への避難 

 ・車での高台避難 

  ※原則は徒歩避難だが、３密回避に有効な車での避難も検討 

 避難する際は、できるだけ「マスク」「アルコール消毒液」「体温計」などの衛生用品 

を持参するよう周知。マスクを持っていない場合は鼻と口を覆うことができるタオルや手 

ぬぐい、消毒液を持っていない場合はウェットティッシュ等の代用品の持参も促す。  

【住民が準備する持参品（例）】 

 〇マスクや石鹸（消毒液）、体温計、タオル、スリッパ、ビニール手袋 

 〇服薬している薬や体調管理のためのサプリメント 

 〇受付時の混雑を避けるため、受付時に記入する「避難者カード」を準備 資料② 

 避難所内での「手洗い」「手指消毒」「咳エチケット」などの衛生管理の徹底の必要性 

を周知 

自らの災害リスクを再確認し、気象情報や市町が発令する避難情報等に注意して、早め

の避難など命を守る行動を最優先することを周知 

特に台風や大雨など、ある程度予想が可能な災害時には、空振りを恐れず、安全な場所

への事前避難を検討するよう促す。 
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（５）避難所での体調管理 

□住民が避難した際の避難所における「体調管理」について事前に周知 

 

 

 

（６）体調不良の場合の行動 

□体調不良で避難する際の「行動」について事前に周知 

 

 

 

 

□避難所において体調を崩した際の「行動」について事前に周知 

 

 

 

 
  

【避難所における体調管理（例）】 

〇避難所入所時や避難生活中の定期的な体温測定の継続 

〇避難者自ら、自分自身の体調を継続的にチェック 

【体調を崩した場合の行動（例）】 

〇発熱や咳等の症状が出ている（出た）場合は、速やかに運営者へ申告し、指示を仰ぐ。 

〇速やかな医療機関等への相談・受診 

【体調不良の状態で避難する際の行動（例）】 

〇避難所入居時に、体調不良であることを運営者へ申告し、指示を仰ぐ。 

〇風邪などの病気を流行させないために、軽い症状であってもマスクの着用を徹底 

〇体調不良者に係る医療機関等への相談・受診の目安をあらかじめ確認する。 
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２．避難所運営に関する事前準備 

（１）避難所担当職員等への事前周知 

□避難所担当職員や施設管理者等に対する注意事項等の事前周知 

 

 

 

 

 

 

 
 

（２）可能な限り多くの避難所の確保等 

□災害や被災者の状況によっては、避難所の収容人数を考慮し、あらかじめ指定

した指定避難所以外の避難所を確保し、開設するなど、通常の災害発生時より

も多くの避難所を開設する可能性があることを念頭に置く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 新型コロナウイルス感染症の特徴や感染拡大時における避難所開設に係る注意事項等

について、避難所担当職員や施設管理者等の関係者へ事前に周知徹底を図る。 

【事前に周知するべきマニュアルや通知等（例）】（「７．関係通知等」参照） 

〇国からの関係通知  〇県作成の留意事項等 

〇避難所における感染対策マニュアル（Ｈ22：厚生労働省研究班作成） 

〇町の避難所運営マニュアル 
 

 また、適宜マニュアルの見直しを検討するとともに、地域住民や町、施設管理者等が 

連携して訓練等を実施することが望ましい。 

 

【当初開設する避難所（台風・豪雨）】 

※避難状況等を確認しながら、担当班で適宜増設する。 

※対応可否「〇」については、気象状況に応じて、柔軟に対応する。 

地区 避難所 台風・高潮 豪雨・土砂 

弓削 弓削老人福祉センター 〇 〇 

せとうち交流館 〇 〇 

弓削中央公民館 〇 〇 

弓削開発総合センター 〇  

上島町佐島体育館 〇 〇 

生名 稲浦集会所 〇 〇 

二分団集会所 〇 〇 

生名体育館 〇 〇 

生名開発総合センター 〇 〇 

西浦集会所 〇 〇 

岩城 岩城開発総合センター 〇  

岩城北集会所 〇  

岩城総合運動場体育館 〇 〇 

愛媛県東予地方局産業経済部今治支局地

域農業育成室指導員岩城駐在所庁舎 

〇 〇 

魚島 魚島開発総合センター 〇 〇 

高井神公民館 〇  
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【避難所等としての検討（例）】 

〇指定避難所以外の施設として、町有施設以外にも、国・県有施設等の活用を検討 

〇要配慮者の避難先として、宿泊施設(旅館・ホテル)等の活用を検討 

〇学校を避難所にしている場合は、体育館のほか教室等の活用を検討 

〇町内で避難所が不足する事態に備え、広域避難を検討 

〇車中泊はエコノミークラス症候群や生活不活発病の危険性が高まるため、基本的には 

避けるべきであるが、密を避けるため車中泊が増えることも想定されるため、車中泊 

に備えた場所の確保を検討 

【当初開設する避難所（地震・津波）】 

※被害が少ない際の最低ライン。 

※避難状況等を確認しながら、担当班で適宜増設する。 

※対応可否「〇」については、気象状況に応じて、柔軟に対応する。 

地区 避難所 地震 津波 

弓削 弓削老人福祉センター 〇  

せとうち交流館 〇  

弓削開発総合センター 〇  

上島町佐島体育館 〇 〇 

生名 稲浦集会所 〇 〇 

二分団集会所 〇  

三分団集会所 〇  

生名開発総合センター 〇  

西浦集会所 〇  

岩城 岩城開発総合センター 〇 〇 

岩城北集会所 〇 〇 

知新館 〇 〇 

愛媛県東予地方局産業経済部今治支局地

域農業育成室指導員岩城駐在所庁舎 

〇 〇 

魚島 魚島開発総合センター 〇  

高井神小・中学校 〇 〇 
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（３）衛生用品等の備蓄の確認・拡充 

□避難所で使用する衛生用品等やポータブルトイレ等について確認するとともに

可能な限り備蓄を拡充 

①資機材の準備 

□【体調管理】受付時等に体温を測る非接触型の体温計等 

□【三密回避】パーティションや間仕切り、簡易テント、段ボールベッド  

②備蓄品の拡充 

□マスク、石鹸、アルコール消毒液、ビニール手袋、ペーパータオル、ゴミ袋、ビニー

ル袋等 

□マスクが確保できない場合、キッチンペーパーやタオル等の代用品 

□手すり、ドアノブ等の共有部分に使用する消毒液、キッチンペーパー 

□避難所の区割りに使用する養生テープ等 

□発熱や体調不良のある方への対応時に使用する、フェイスシールド（ゴーグル）、 

プラスチック手袋、プラスチックガウン（代用品レインコート）等 
 

（４）掲示物や様式等の用意 【様式１,２】、資料①,② 

□避難所で感染防止対策を呼び掛ける掲示物（ポスター等）や受付時に使用する健

康チェックリスト等を事前に用意 

□【掲示物】避難所の配置図、感染防止対策の呼びかけ、屋外やトイレへの動線図 

□【様式】避難者受付票（避難カード等）、健康チェックリスト、体調チェック表 

 

（５）避難所のレイアウト案の作成 資料③－１～４ 

□国からの通知等を参考に、受付や避難スペース、有症者等の専用スペースについ

て、３密を防ぐためのレイアウト案を事前に作成 

□学校（体育館）を避難所にしている場合、教室等を活用した「居住スペース」の

分散化を検討 

 

（６）体調不良者用の独立した避難所の確保 

□従来の避難所とは別の体調不良者（発熱、咳等の発症者）専用の独立した避難所

の確保 

 
    

 

 

 

 

 

 独立した避難所の確保が難しい場合は、頑丈な屋外テントの設置や、学校の教室の活用 

など、隔離された空間の確保を検討 

地区 避難所 地震 津波 台風・高潮 豪雨・土砂 

弓削 弓削保健センター 〇  〇 〇 

生名 生名保健センター 〇  〇 〇 

岩城 岩城保健センター 〇 〇 〇 〇 

魚島 魚島保健福祉センター 〇   〇 
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□発熱や体調不良のある方の「専用スペース」を設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【専用スペースを設置する際の注意点】 

〇発熱や体調不良者を入所前に発見できるよう、避難所入口の外に受付を設置 

〇専用スペースと居住スペースの動線を分け、分離したレイアウトを検討し、すべての動

線は交差を避けて一方通行とすることが望ましい。 

〇個室が望ましいが、教室等を活用する場合はパーティションや簡易テントを設けるな

どにより感染防止を徹底 

〇飛沫感染防止のため、パーティションの高さは２ｍ程度を確保 

〇パーティションや簡易テントは、専用スペースにおける利用を優先するが、その他の居

住スペースにおいても積極的に活用 

〇専用トイレを確保することが望ましい。 

※携帯トイレ（段ボールトイレ等）の設置も検討 

〇家族用の待機スペースも確保し、発熱や体調不良者等と別部屋にすることが望ましい。 

 〇専用スペースは、原則的に一時的な待機場所とし、速やかに独立した専用の避難所に案

内・移送する。 
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３．避難所の開設・運営等 

（１）避難所の開設範囲 

□避難者の過密を防ぐため、従来の災害より広範囲に避難所を開設 

 
 

□大規模災害時には、避難所を一斉に開設（段階的に開設するスタンスは取らない） 

 することも検討 

 ※指定避難所のみの開設では対応が困難な場合には、指定緊急避難場所である集

会所等を臨時避難所として開設することも検討 

 ※現に利用者がいる福祉施設及び学校施設の開設に当たっては、避難者の中に感

染者がいる可能性を踏まえ、特に慎重に対応 
 

（２）避難所の設営に係る役割分担 

□避難所の開設や運営に係る町、地域住民、施設管理者等の役割を事前に決定 
 

（３）避難所のレイアウト作成 資料③－１～４ 

□２.（５）で作成したレイアウト案をもとに、避難所のレイアウトを作成 

□避難スペースでは、避難者が入る前に、１～２ｍ以上の間隔を養生テープ等で掲

示 

 

 

 

≪避難者の健康状態の確認≫ 

（４）避難者の健康状態の確認 

□「避難所における感染対策マニュアル」における症候群サーベイランスの内容

（「７．関係通知等」抜粋添付）も参考に健康状態の確認を避難所到着時に実施

し、避難生活後も、定期的に健康状態について確認 

 

 
 

 

 

 

 

（５）受付の設置 

□避難者の健康状態を確認するため、可能な限り避難所入口の外に受付を設置 

  

 

 

〇トイレ、洗面所、洗濯場や携帯電話の充電場所等では、密集にならない運用が重要 

〇教室を活用する際は、机や椅子の移動、児童生徒の私物の扱い等の配慮が必要 

遠隔地の避難所に避難する場合、移動中の被災に注意が必要であり、早めの誘導が重要 

〇避難所開設と同時に受付を設置し運営 

〇アルコール消毒液を設置し、雨天時はテントを設営 

〇体育館に接続する廊下を使用する等、各避難所に応じて設置 

〇避難者のマスク常用、手洗い(消毒)を徹底 

〇当該マニュアルでは、発熱、咳、発疹・炎症等のモニタリングを、①避難所への到着時 

②（可能であれば）毎日、③医療機関への転送時に、実施することとしている。 

〇また、避難所の受付時（入所手続き、問診等）においても、十分な間隔をとって並ぶ 

など、密集を避ける工夫が必要となる。 

〇なお、症状が出ていなくても、感染拡大地域に滞在歴があり２週間経過していない方に

ついては、受付時に確認の上、特に健康状態を継続してモニタリングを実施する。 
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□発熱の有無や問診（健康チェックリスト）により体調不良を確認【様式１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

□受付（健康チェックリスト）の結果を参考に、居住を区分（ゾーニング）し、ゾ

ーン別に居住者の氏名、連絡先を記録する 資料⑤ 

⇒発熱や体調不良のある方は、専用スペースへ誘導 

⇒発熱や体調不良のない方は、居住スペースへ誘導 

 

 

 

 

 

□受付の設営前に避難者が居住スペースに入った場合は、改めて１～２ｍ以上の間

隔の区割りを行うとともに、各避難者の体温と体調を確認 

 

 

 

（６）運営の留意点 

□受付を継続し、避難所に人の出入りがある毎に、体温と体調を確認 

□衛生環境について指導する衛生班を避難者(住民)の中から配置 

□保健師、衛生班、各支援チーム等による定期的な巡回により、避難所内や車中泊

等のすべての避難者の健康管理を徹底 

 ※支援側もマスク・手袋は必ず装着するよう周知徹底 

□車中泊者については、エコノミークラス症候群や生活不活発病の危険性が高まる

ため、特に注意を徹底 

□トイレ、洗面所、洗濯場、充電場所や炊き出し・物品支給場所等では、密集にな

らない運用が重要 資料⑦ 

□避難者の相談窓口を開設しストレス等の心のケアを実施 

 

 

□避難者に体調チェック表を配付し毎日体温と体調を確認(１日２回)【様式２】 

〇非接触型の体温計が望ましい 

〇接触型の体温計を使用する場合、感染防止のため毎回、体温計全体の消毒を実施 

〇検温するスタッフは、マスク・手袋を装着 

〇避難者自らが移動できるよう、案内看板や養生テープ等を用意 

〇発熱や体調不良のある方で、新型コロナウイルスに感染している可能性が疑われる

場合には、県が設置している帰国者・接触者相談センターへ連絡を行い、指示を仰

ぐように伝える。（詳細は資料⑥を参照） 

〇医療機関等へ搬送するまでの間、専用スペースで待機 

〇体育館に接続する廊下を使用する等、改めて受付を実施 

〇発熱や体調不良のある方は自ら避難所運営責任者に申し出る旨、周知する。 

〇電話やＳＮＳの活用を検討 

【参考事例 資料④】 

 発熱や体調不良のある方とない方の接触をできる限り減らすため、総合受付の前に

事前受付を設置している事例もある。 

（岐阜県 避難所運営ガイドライン「新型コロナウイルス感染症対策編」） 
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≪避難所の衛生環境の確保≫ 

（７）手洗い、咳エチケット等の基本的な感染防止対策の徹底 

□避難者や避難所スタッフは頻繁に手洗いするとともに、咳エチケット等の基本的

な感染対策を徹底 

□避難者だけでなくスタッフも定期的に体温を計測するなど、自らの体調の継続的

なチェックを実施 

 

 
 

□ポスターやチラシ、呼びかけにより避難者の感染症防止のための運営上の留意点

を周知 資料⑧ 

 

（８）避難所の衛生環境の確保 

□避難所における物品等は、定期的（目に見える汚れがあるとき）に、家庭用洗剤

を用いて清掃するなど、避難所の衛生環境をできる限り整える。 

※具体的には「新型コロナウイルス感染症に関する清掃・消毒について」を参照 

資料⑨ 

 

 

 

 

 

 

（９）十分な換気の実施、スペースの確保等 

□避難所内については、十分な換気に努めるとともに、避難者が十分なスペースを

確保できるよう留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇アルコール消毒を各入り口やトイレ等に設置 

〇ドアノブや手すり、トイレなどの共用部分は、定期的に消毒や清掃を実施 

（１日最低１回は清掃、消毒を行うことが望ましい） 

〇物品や食事の配給時は、一度机に置くことと等による接触感染を回避 

〇ゴミは家族で管理し、密閉して廃棄（ただし、感染者のゴミについては、感染性

廃棄物として取り扱う。） 

〇前後左右１～２ｍ以上の距離を確保 

〇避難者間の距離をより広くとるほか、向かい合わせでなく背を向けて座るなど、 

段ボール等で間仕切りを作ったりすることも効果がある。 

〇３０分に１回以上、数分間程度、窓を全開にする定期的な換気の実施 

 ※適宜エアコン等を活用するなど、換気に伴う室温の変化による熱中症等にも十

分注意する。 

〇ドアノブ等の共有部分に触れた後は、特に手洗いを徹底 

〇飛沫感染を最小限にするため、居住スペース以外で食事をとらないようにする 
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４．発症者や濃厚接触者等に関する取り扱いについて 

≪濃厚接触者等の避難の検討≫ 

（１）濃厚接触者等の避難方法の具体化 

□市町は、指定避難所とは別の公共施設等を活用することや、ホテル、旅館等の活

用も含めて、専用の避難先の確保を事前に行う。なお、これが難しい場合は指定

避難所内に専用スペースを確保する。 

□保健所は、濃厚接触者等の安全且つスムーズな避難を促すため、濃厚接触者等が

特定された時点で、各市町へ濃厚接触者等の旧市町村区域別の人数について事前

に情報提供を行う。 

また、県新型コロナウイルス感染症対策本部にも同様に報告を行う。 

□県は、市町の避難先（公共施設及びホテル・旅館等）の確保に協力する。 

□保健所は、濃厚接触者等への面談等の際（初回が望ましい）、別紙の【様式３】

「災害発生時の避難について」により、避難に係る留意点について説明する。 

□県及び保健所は、避難先等の確認にあたって必要な、管内市町の濃厚接触者等専

用の避難先等の整備状況について市町と情報共有する。 

□県及び市町は、濃厚接触者等のプライバシーに十分配慮するとともに、情報の取

扱いについては、個人が特定されないよう細心の注意を払う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇濃厚接触者等とは 

濃厚接触者のほか、濃厚接触者ではないが、新型コロナウイルス感染症と診断され

た患者と接触があった者や、入管法に基づく感染流行地域等からの入国者であり、保

健所から自宅待機を求められている者を含む。 

なお、本県では感染者は症状に応じて、感染症指定医療機関等への入院又は宿泊療

養施設への入所を行っているため、自宅療養者については本ガイドラインでは想定し

ていない。今後、感染の拡大等による状況の変化があれば、検討・見直しを行う。 

保 健 所

濃 厚 接 触 者 等

市町

県

・健康観察

・避難にあたっての

留意点の説明

①自宅
（2階への垂直避難等）

②親戚・友人宅
③専用の避難先

公共施設及び
ホテル・旅館等

④一般の避難所
（専用スペース）

①～③による避難が困難な場合

専用の避難先・

避難スペースの確保

協力を依頼公共施設及びホテル、旅館等

の確保に係る協力 (実際に避難した場合)

避難先の連絡

必要な情報の共有

必要な情報（濃厚接触者等の

旧市町村区域別の人数）の

提供

避難に関する

問い合わせ（任意）
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（２）発熱や体調不良のある方への対応 

□専用スペースを確保し可能な限り個室にするとともに、一般避難者との動線を分

けた専用トイレの確保を検討する。（３.（３）「避難所のレイアウト」参照） 

  ※体育館が避難所となる学校施設では、教室の活用等を積極的に検討する。 

  ※専用トイレの確保が困難な場合、仮設トイレ等の確保を検討する。 

□専用スペースは、個室が確保できない場合は、パーティション、ビニールシート

及びテント等を活用し、スペースを仕切る。また、医療機関（帰国者・接触者相

談外来等）を受診するまでは一時的な車中避難も検討する。 

□発熱者等用の専用スペースやトイレは、一般の避難者とはゾーン、動線をわける

ように検討する。 

□発熱や体調不良のある方と接する場合や、食事や物資の搬送等のため専用スペー

スに立ち入る場合には、下記の感染防護対策を講じたうえで、できるだけ限られ

た方により実施 資料⑩ 

 

 

 

 

≪避難者が新型コロナウイルス感染症を発症した場合≫ 

（３）感染が疑われる場合の対応 資料⑥ 

□体調不良者を「専用スペース」または「体調不良者用避難所」へ誘導する。 

□「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」を参考に、「帰国者・

接触者相談センター」へ電話相談をする。 

  □医療機関への受診までの間は、マスクを着用し、「専用スペース」または「体調不

良者用避難所」で待機する。 

□医療機関への受診は、本人または家族等で対応するのが望ましい。 

 

（４）感染者が確認された場合の対応 

□感染者が確認された場合は、保健所と連携の上、接触者調査時の協力（濃厚接触

者の特定と隔離）、避難所の消毒、その他避難者の移動等に速やかに対応する。 

 

  

〇マスクの他、フェイスシールド（ゴーグル）、プラスチック手袋、ガウン等を着用 

〇一般のスペース（ゾーン）に戻る場合には、別途設けたマスクやガウン等を脱衣

する場で適切に取り外しを行うとともに、手指消毒を徹底 
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５．その他 

（１）福祉避難所について 

  □特別な配慮が必要な方については、福祉避難所または福祉避難スペースへの避難

誘導も検討し、一般避難所と同様の感染症対策を徹底する。 

□避難者の受入のため追加で必要となる衛生用品や、スタッフの調達について検討

する。 
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６．関係リンク集 

 

【新型コロナウイルス感染症に関すること】  

○新型コロナウイルス感染症全般に関すること  

・愛媛県 ホームページ  
https://www.pref.ehime.jp/h25500/kansen/covid19.html 

・厚生労働省 ホームページ  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

○新型コロナウイルス感染症が疑われる方の相談窓口  

・帰国者・接触者相談センター（089-909-3483（24 時間対応）） 
https://www.pref.ehime.jp/h25500/kansen/covid19.html#kikokusyasenta- 

 

【避難及び備蓄に関すること】  

○避難準備に関すること 
・ハザードマップ ポータルサイト（国土地理院）  
https://disaportal.gsi.go.jp/ 

    ・避難行動判定フロー（内閣府）PDF ファイル  
http://www.bousai.go.jp/fusuigai/typhoonworking/pdf/dai3kai/siryo2.pdf 

 

○個人での備蓄物品の例  

・個人、家庭及び地域における新型インフルエンザ対策ガイドライン（厚労省）  
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou04/11.html  

 

○エコノミークラス症候群の予防について 

・エコノミークラス症候群の予防のために（厚労省）  
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000170807.html 

 

○新型コロナウイルス感染症が収束しない中における災害時の避難について 

・知っておくべき５つのポイント（内閣府）  
http://www.bousai.go.jp/pdf/colonapoint.pdf 

   

〇避難生活時の注意事項等 

・新型コロナウイルス避難生活お役立ちサポートブック（ＪＶＯＡＤ） 

http://jvoad.jp/guideline/ 

 

【避難所に関すること】  

○災害時における避難所での感染症対策  

・厚生労働省 ホームページ  
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_00346.html  

・一般社団法人 日本環境感染学会 避難所における感染対策マニュアル  
http://www.kankyokansen.org/modules/news/index.php?content_id=20  

・内閣府 避難所の生活環境対策  
http://www.bousai.go.jp/taisaku/hinanjo/index.html  

・PPE 個人防護具の着脱方法  
https://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku- 
kansenshou01/kouenkensyuukai/pdf/h26/kouen-kensyuukai_05.pdf P.21  



 

14 

 

７．関係通知等 

 

【内閣府】令和２年４月１日  

○避難所における新型コロナウイルス感染症への対応について  
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【内閣府】令和２年４月７日  

○避難所における新型コロナウイルス感染症への更なる対応について  
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令和２年４月３０日  

○新型コロナウイルス感染拡大防止のための避難所運営の留意点  
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【「新型インフルエンザ等の院内感染制御に関する研究」研究班】 

２０１１年（平成２３年）３月２４日  

○避難所における感染対策マニュアル（抜粋：症候群サーベイランス）  
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氏名：          

●あてはまるものに☑チェックをしてください。 

質問Ａ 

１ □ ６５歳以上である 

２ □ 持病がある ➡ 糖尿病  心不全  呼吸器疾患等 

３ □ 透析を受けている 

４ □ 免疫抑制剤や抗がん剤を用いている 

５ □ 乳幼児である（０歳～小学校就学まで） 

６ □ 妊娠中である 

 

質問Ｂ 

１  現在の体温       ℃ 

２ □ 強いだるさがある 

３ □ 息苦しさがある 

４ □ 発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続いている 

５ □ においや味を感じにくい 

６ □ 嘔吐または下痢がある 

７ □ 過去14日以内に、新型コロナウイルス感染患者との接触があった 

８ □ 過去14日以内に、新型コロナウイルス感染症の流行地域に行った 

９ □ 新型コロナの感染が確認されていて自宅療養中である 

10 □ 
新型コロナの感染が確認されている人の濃厚接触者で、健康観察中で

ある 

避難所等の入所時 健康チェックリスト 
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新型コロナウイルス感染者の濃厚接触者等の方々へ 

 

愛媛県〇〇保健所 

 健康観察中は、不要不急の外出を控えていただくようお願いしておりますが、災害

発生時に、避難をためらうようなことがあってはなりません。  

そのため、万が一の場合には、ご自身の命を守ることを最優先に行動いただきま

すとともに、以下の点に十分に留意してください。 

  

１ 自宅の安全確認をしましょう 
□「土砂災害・洪水ハザードマップ」で、住んでいる地域が、浸水想定区域や土砂

災害警戒区域に当たるのか確認 

□住んでいる地域が危険な区域外にある方で、かつ、自宅等※で安全確保ができる

場合は、在宅避難も検討 

  ※親戚や友人家への避難等も検討 

 

２ 自宅から避難をする場合は、次の点に留意しましょう 
 □気象情報等の把握に努め、早めの避難を心がける 

 □避難時には、マスク・消毒液・体温計等の衛生用品を持参 

□自宅から避難する場合は 

〇浸水想定区域や土砂災害警戒区域以外の親戚や友人家への避難を検討 

   〇指定避難所（隔離区域のある避難所）        に避難を検討 

 □避難所の受付担当者に濃厚接触者であることを必ず申し出る 

 □避難した場合は、保健所に連絡してください 

 □避難先で体調不良になった場合、〇〇保健所へ連絡をするとともに、避難先の担

当者へ相談 

 

避難等に関するお問合せ先 
 

 

 

 
 

災害発生時の避難について 

 

＊〇〇保健所 

 〇〇課〇〇係（☎〇〇〇－〇〇－〇〇〇〇） 

＊〇〇市・町 

   〇〇課〇〇係（☎〇〇〇－〇〇－〇〇〇〇）

   



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

出典：大洲市三善地区災害・避難カード（名刺版） 
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●最大の目的は「感染拡大の防止」 

●受付の段階で把握した「健康チェックリスト」を参考に居住を区分（ゾー

ニング）します。 
 

 

※質問 A に一つでも☑がついた人は、重症化しやすい人など、特に配慮が必要な人である

ため、注意すること。 

 

 

 

 

区分 状態 

判断基準 

（健康チェッ

クリストの項

目） 

対応 

１ 感染者 

質問Ｂ 

９に☑がつ

いた人 

・暫定的に専用の部屋を準備し、案内する。 

・医療機関につなぐか、できるだけ早く個室が確

保できる宿泊療養施設（ホテル、旅館等）など

へ移動できるように支援依頼する。 

・管轄保健所と連携する。 

２ 濃厚接触者 

質問Ｂ 

１０に☑が

ついた人 

・暫定的に専用の部屋を準備し、案内する。 

・専用施設（公的施設、ホテル、旅館等）が望ま

しい。 

・自宅、親戚や知人宅の安全確認が取れる場合は、

その検討も行う。 

・専用施設への案内が困難な場合は、避難所内の

専用スペースへ案内する。 

・管轄保健所と連携する。 

３ 症状がある人 

質問Ｂ 

１で37.5℃

以上の発熱

がある人 

又は 

２～８で一

つでも☑が

ついた人 

又は 

症状がある

人の家族な

ど 

・暫定的に専用の部屋を準備し、案内する。 

・専用施設（公的施設、ホテル、旅館等）が望ま

しい。 

・自宅、親戚や知人宅の安全確認が取れる場合は、

その検討も行う。 

・専用施設への案内が困難な場合は、避難所内の

専用スペースへ案内する。 

・症状がある人の家族で無症状の人は、感染して

いる可能性と、感染していない可能性とがある

ため、症状のある家族と間隔を空けるようにす

る。 

居住区分（ゾーニング）の目安表 



 

 

 

 

 

 

＊新型コロナウイルス感染症が疑われる方を適切に医療へつなぎ、感染者の重症化

の防止と、避難所等での感染拡大を防止するために、次の手順により対応 

 

 

□体調不良者を「専用スペース」へ誘導 

□下記の相談・受診の目安を参考に、「帰国者・接触者相談センター」へ電話相談 

 ・相談は本人または家族等、状況がわかる者が行うのが望ましいが、難しい場合は、

避難所等の担当者や巡回の保健師等が対応 

・新型コロナウイルス感染が疑われる場合には、相談センターが受診する医療機関

を調整 

□医療機関の受診までの間は、「専用スペース」で待機 

 マスク着用、可能な限り人との接触を避ける 等 

□医療機関への受診は、本人または家族等で対応するのが望ましい 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

  

 

帰国者・接触者相談センター連絡先 

対応時間：24時間対応（土日・祝日含む） 

電話番号：089-909-3483 （愛媛県・松山市共通） 
 

新型コロナウイルスの感染が疑われる場合の対応 

新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安 

 

★少なくとも以下のいずれかに該当する場合には、すぐにご相談ください★ 

☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある 

☆重症化しやすい方で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

重症化しやすい方とは：高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある

方、透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

☆上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

※詳細は、裏面の、「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安」を参照 

 

対応手順 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考：帰国者・接触者相談センターへ相談する際に手元にあるとよい情報 

参考：新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安 

主症状（どんな症状がいつからあるか）、基礎疾患の有無、家族状況・行動歴 

暴露歴 

① 新型コロナ感染症であることが確定した方と接触はあるか 

② 発症から２週間以内に、流行地域に渡航又は居住していた、または、流行地域

に渡航または居住していた方との接触歴の有無 

１．相談・受診の前に心がけていただきたいこと 

○ 発熱等の風邪症状が見られるときは、学校や会社を休み外出を控える。 

○ 発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録しておく。 

○ 基礎疾患（持病）をお持ちの方で症状に変化がある方、新型コロナウイルス

感染症以外の病気が心配な方は、まずは、かかりつけ医等に電話で相談 
 

２．帰国者・接触者相談センター等に御相談いただく目安 

○ 少なくとも以下のいずれかに該当する場合には、すぐに御相談ください。（こ

れらに該当しない場合の相談も可能です。） 

  ☆ 息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいず

れかがある場合 

☆ 重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場

合 

（※）高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD 等）等の基礎疾患がある方や透析

を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

☆ 上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

    （症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますの

で、強い症状と思う場合にはすぐに相談してください。解熱剤などを飲み続けなけ

ればならない方も同様です。） 

○ 相談は、帰国者・接触者相談センター（地域により名称が異なることがあり

ます。）の他、地域によっては、医師会や診療所等で相談を受け付けている場

合もあるので、ご活用ください。 

（妊婦の方へ） 

  妊婦の方については、念のため、重症化しやすい方と同様に、早めに帰国

者・接触者相談センター等に御相談ください。 

（お子様をお持ちの方へ） 

  小児については、小児科医による診察が望ましく、帰国者・接触者相談セン

ターやかかりつけ小児医療機関に電話などで御相談ください。 

※なお、この目安は、国民のみなさまが、相談・受診する目安です。これまで通

り、検査については医師が個別に判断します。 

３．医療機関にかかるときのお願い 

○ 複数の医療機関を受診することにより感染を拡大した例がありますので、複

数の医療機関を受診することはお控えください。 

○ 医療機関を受診する際にはマスクを着用するほか、手洗いや咳エチケット

（咳やくしゃみをする際に、マスクやティッシュ、ハンカチ、袖・肘の内側な

どを使って、口や鼻をおさえる）の徹底をお願いします。 



 

 

 

 

 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・定期的に換気しましょう 

  ➣ 30 分に１回以上、数分間、窓を全開 

・ドアノブ等の共有部分の消毒、トイレの清掃は毎日、 

こまめに実施しましょう 

    ➣ 共有部分は、家庭用塩素系漂白剤で拭いた後に水拭き 

・物品や食事の提供時は、手渡しを避けましょう 

・ごみは各家族で、ごみ袋の口を縛って捨てましょう 

新型コロナウイルス等  

  

感染防止 

うつさないよう周りに配慮をお願いします！ 

避難所の運営にご協力をお願いします！ 

にご協力を 

お願いします！ 

・隣の人とは、２メートル以上離れて過ごしましょう 

・常にマスクを着用し、咳エチケットを徹底しましょう 

・手洗い、手指消毒を徹底しましょう 

・毎日、体温・体調チェック(朝、夕２回)をしましょう 

   ➣ 強いだるさ、息苦しさ、発熱等の強い症状があるときや、味や
臭いを感じられないなど、体調が良くない場合には、避難所の
運営者や、衛生班へ直ちに報告し、指示に従ってください 

・居住スペース以外で食事をとらないようにしましょう 



 

 

   

新型コロナウイルス感染症に関する清掃・消毒について 

 

 

手指がよく触れる場所を清潔に保つことが大切です。 

手など皮膚の消毒を行う場合には、消毒用エタノール（70％） 

物の表面の消毒には、次亜塩素酸ナトリウム（0.05％）が有効です。 

物に付着したウイルスはしばらく生存します。そのため、手に触れる共有部分を消毒しましょう。 

消毒薬 場 所 対  象 方  法 

 

 

 

0.05％ 

次亜塩素酸

ナトリウム 

 

 

家 
 

庭 

居 間 

食事部屋 

ドアノブ、窓の取手、照明のスイッ

チ、テーブル、椅子、電話機、パソコ

ンのキーボード 等 

・ペーパータオル等に充分に

薬液を含ませて、一方方向

にゆっくり動かしながら拭き

ます。 

・ペーパータオル等汚れたら

新品に交換しながら作業し、

自然乾燥させます。 

・濡れている場合には、水分

を拭き取った後に消毒をしま

しょう。 

浴 室 水道の蛇口、ドアノブ、窓の取手、

照明のスイッチ 等 

トイレ 流水レバー、便器のフタ 等 

職
場
・
集
合
住
宅 

 

 

共有部分 

エレベーターやオートロック、 

コピー機等のボタン、建物出入口の

ドアノブやハンドル、 

共有のトイレや給水場所の蛇口、電

話機 等 

・ドアの取っ手やノブなどの金属部位は、10 分程度たったら水拭きしてください。 

・スプレーボトルでの噴霧はしないでください。 

・窓やドアを開け、換気扇を作動させ、室内換気をはかりながらしながら作業しましょう。 

・消毒時は、マスク、ゴム手袋を着用しましょう。 

・トイレや洗面所は、通常の家庭用洗剤ですすぎ、家庭用消毒剤でこまめに消毒しましょう。 

 

 

 

 

 

 

・タオル、衣類、食器、箸・スプーンなどは、通常の洗濯や洗浄でかまいません。 

感染が疑われる人の使用したものと分けて洗う必要はありません。 

 洗浄前のものを共有しないようにしましょう。 

特に、タオルは、トイレ、洗面所、キッチンなどで共有しないよう注意してください。 

 

 

（出典：厚生労働省 新型コロナウイルス感染症に関する Q&A） 

 

【0.05％次亜塩素酸ナトリウム消毒液の作り方】 

家庭用塩素系漂白剤は、主成分が次亜塩素酸ナトリウムであ

ることを確認し、500ｍｌのペットボトル 1 本の水に、ペットボトルキ

ャップ 1 杯（5 ㏄）の原液を入れます。 

＜製品に記載されている「使用上の注意」をよく読んでから使用してください。＞ 

 



 

 

 

 
  

 

引用：高齢者介護施設における感染症対策第１版 一般社団法人 日本環境感染学会（2020 年 4月 3日） 
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